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医学部教育

第1章

医学科

震災後の学生教育に関しては、教務学生委員会で協議 （資料1)

の結果、国家試験をひかえた 6年次の試験を早急に行う 平成6年度3学期再試験日程(6年次）変更分

とともに（資料1)、各学生の授業を資料の如く再開し

た（資料2)。また全学共通授業科目については、神戸

大学大学教育研究センターの指示を受けた（資料3)。

授業の再開にあたっては、神戸学院女子短期大学・女

子寮を学生の宿舎として提供頂き（資料4)、5名の学

生がお世話になった。

また 2年次の授業開始にあたっては、裳災で死亡した

（資料2)

I I 

月日（曜）

1月30日（月）

1月30日（月）

1月31日図

1月31日依

2月1日困

2月1日（約

2月1日困

平成6年度 2年次後期（震災後）授業日程 H 7. 2. 6 ~ 2. 18 

時 間

13:30~ 15:30 

16:00~17:oo 

13:10~15:10 

15:30~ 17:30 

13:00~14:00 

14:30~ 15:30 

16:00~1s:oo 

2時限目 3時限目 4時限目

科 目 筆答・口頭の別

外科学第二(B) 筆 答

内科学第二(B) 口 頭

泌尿器科学(B) 口 頭

内科学第一(B) 筆 答

産科婦人科学(B) 口 頭

耳鼻咽喉科学(B) 筆 答

放射線医学(B) 筆 答

5時限目 6時限目
月日 曜日 度 1時限目 10: 00~11: 00 11: 10~12: 10 13: 10~14: 10 14: 20~15: 20 15: 30~16: 30 

2月6日 月

2月7日 火

2月8日 水

2月9日 木

2月10日 金

2月13日 月 2 細胞生物学I 細胞生物学I 細胞生物学I CNS講義 CNS実習

2月14日 火 2 発 生 ，，，，， 子 神経科学 I 神経科学 I CNS講義 CNS実習

2月15日 水 2 CNS講義 CNS講義 CNS講義 医学英語 医学英語

2月16日 木 2 神経科学 I 神経科学 I 神経科学 I CNS講義 CNS実習

2月17日 金 2 生 化 学 生 化 学 生 化 足子 CNS講義 CNS実習
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稲井健太郎君、橋本健吾君を偲んで黙祷した。また医学

部実験室も学生の宿舎として開放し、数名の学生が実験

室内へ宿泊し授業を受けた。

震災の犠牲者に対する合同慰霊祭は、平成 7年3月17

日に神戸大学六甲台講堂で行われた（資料5、6)。

震災後の卒業証書授与式は、平成7年3月24日に楠公

会館で行われた。

一方神戸大学の入学試験は、試験会場を神戸大学に加

えて大阪大学、岡山大学の3会場で実施し、前期試験が

平成7年2月26日、後期試験は平成7年3月31日に行わ

れた（資料7)。

震災後変更分

平成6年度3学期再試験日程 (3年次）

月日（曜） 時 間 科 目

3月14日因 15: 00~17: 00 生理学第一（筆答）

3月15日因 15: 00~17: 00 生理学第一（筆答）

3月17日画 15: 00~17: 00 生化学第二（筆答）

3月20日（月） 15: 00~17: 00 解剖学第二（筆答）

3月22日困 15: 00~17: 00 生理学第二（筆答）

3月23日困 15: 00~17: 00 微生物学（筆答）

3月24日画 13: 00~17: 00 解剖学第一（筆答）

平成6年度 3学期再試験日程 (4年次）

月日（曜）

3月14日因

3月16日（杓

3月20日（月）

3月23日困

（資料3)

時 間 科 目

11:20~12:oo 衛生学（筆答）

15: 00~17: 00 法医学（筆答）

15: 00~16: 00 薬理学（筆答）

15: 00~16: 00 公衆衛生学（筆答）

平成7年1月30日

殿

神戸大学大学教育研究センター長

多淵敏樹

平成7年1月30日以降の全学共通授業科目の授業計画等

について（通知）

このことについて、 1月24日開催の全学共通授業科目

実施委員会について、下記のとおり実施することになり

ましたので通知いたします。

つきましては、貴学部説明会において、各学生に別紙

「平成6年度後期授業科目の評価について」を配付くだ

さいますようお願いいたします。

なお卒業予定者のうち、全学共通授業科目の学業成績

105 

報告を急ぐ必要のある学生がいましたら、 2月10日固ま

でに、該当学生の名簿及び該当授業科目を大学教育研究

センター教務学生掛まで連絡くださいますようあわせて

お願いいたします。

記

1.全学共通授業科目の授業再開及び定期期末試験は実

施しない。

2.成績評価については、平常点で行う。

なお、平常点で評価が行えない場合はレポート試験

を行う。レポート試験を行う授業科目の場合は、統一

テーマで実施する。

統ーテーマ 「授業内容に関わるテーマを各人で設

定し論述する。」

レポート用紙(A4版・横書）1000字程度

統ーテーマで実施出来ない授業科目については、

個々のテーマで実施する。

3. レポート試験を実施する授業科目のレポート提出締

切

(1)4年生（卒業予定者） 2月17日圏

(2)1 ~ 3年生 2月28日因

4.成績報告提出締切

(1)4年生（卒業予定者） 2月28日因

(2)1 ~ 3年生
（資料4-1) 

神戸森学園

理事長殿

前略

3月17日圏

神大医学第 号

平成7年2月1日

神戸大学医学部長

山鳥崇

この度の震災につきましては、いろいろご援助下さい

ましてありがとうございます。

さて、 2月13日からの本学部の授業再開につきまして、

貴学女子短期大学部の五宮町女子寮を 2月10日から 3月

31日までお貸し下さいますようお願い申し上げます。

なお、今のところ人数は未定でございますが、確定次

第ご連絡申し上げます。

ご好意のほど、本学教職員一同深く感謝しております。

早々



（資料4-2)

神戸大学医学郎女子学生に対する年度末試験期間中の宿

泊所提供について

平成7年2月1日

神戸学院女子短期大学学長 山西浩

神戸大学医学部教務学生委貝長龍野教授より御依頼の

ありました、揉記の件について、神戸学院女子短期大学

は下記の条件によって、神戸大学医学部女子学生の、本

学学生寮 （正受寮）における宿泊を許可します。

記

1 宿泊者は神戸大学医学郭女子学生に限ります。

2 期間は平成7年2月10日より 3月21日まで、 40日間．

(4月1日より始まる本学学生の入寮のための準債

に約10日を要するため）

3 入寮手紐きについて、希望者は2月9日までに、学

生証のコピー、本人の印鑑、身元保証人となる保涯者

の印鑑を持参の上、正受寮所定の用紙に必要事項を記

入し、下記の寮費をiiえて寮長に提出して下さい。な

お遠隔地の学生については代理人でもよい 入室は2

月10日からできます。また、現在ポランティア救援活

動に参加中であったり、交通事情の混乱などにより、

2月10日に入室できない学生については、 2月11日以

降の入室も認めますが、入寮手萩きは必ず2月9日ま

でに完了して下さい。

4 寮費は16,000円 (l日当り400円）、入寮時に一括納

入のこと。

なお、病気以外の理由による途中退寮は不可。

外泊は、寮長の許可のもとに原則として週1回のみ可。

5 原則として 1室4人 場合によっては 1室2人も可、

ただし固室としての使用は認めません。神戸学院女子

短期大学生と相部屋になることもありますc

6 起床はAM6 : 50。夜の門限はPM9:00。寮長が

PM  9 : 15に点呼します。点呼の時にいない人は、規

則違反として入寮許可を取り消します。

7 水は出ますが、ガスが不通のため｀炊事と入浴は不

可能です。

8 暖房はホームこたつ及び電気毛布は可。エアコン、

電気ストープ、電熱器の使用は不可。 ドライヤーの使

用も不可。

9 テレビは談話室1こおいてのみ視尼可。各室へのテレ
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ビの持込み；よ不可。

ラジオの音量も最低にすること。

10 酒及びタパコの持込みは禁止します。

11 万一、余震があって寮生が重軽傷を負った場合には、

神戸学院女子短期大学の学生を含めて、人命救助活動

に自ら進んで参加すること。

12 上記の条件に違反した場合には、寮長が直ちに退去

を命じます。

正受寮

医学部授業再開 2年次）

医学部学生の実験室内宿泊



（資料5)

匿戸大学教職員・学生の皆さんへI
教育学部

神戸大学合同慰霊祭の実施について

去る 1月17日未明、兵庫県南部地方を襲った地震によ

り、神戸大学においては教職員 2名、学生39名にも及ぶ

かけがえのない多数の尊い命が奪われました。

突然の不幸で将来の夢を奪われた教職員・学生の無念

さと、ご遺族の皆様方のご心情を拝察するとき、哀切の

念に堪えないところであります。お亡くなりになられた

方々のご冥福をお祈りし、御霊をお慰め申し上げるとと

もに、本学の教育・研究の復興を期し、神戸大学合同慰

霊祭を下記により執り行うことといたしました。

ついては、教職員・学生の皆さんにご列席いただきた

くご案内いたします。

平成7年2月23日

神戸大学長西塚泰美

記

日時 平成7年3月17日圏午後2時から

場所 神戸大学六甲台講堂

（なお、六甲台講堂が満席になった場合は、

周辺学部の講義室を用意し、モニターテレビ

を設置します。）

工学部

（資料6-1) 

兵庫県南部地震神戸大学犠牲者名簿

I教職員I
部局名 氏名

理学部朝倉純子

医学部附属病院 中條聖子

i学部学生・大学院生・研究生I
学部・研究科名 氏 名

国際文化学部

発達科学部

WAIMOULWIN 

KH訳 THETSWE

上野志乃

年齢

46歳

29歳

川村陽子

磯部純子

廣瀬由香

桜井英一

森渉

加藤貴光

一宮健太郎

工藤 純

高見秀樹

後藤大輔

林 宏典

経済学部第二課程金山朋子

白木健介

法学部

法学研究科

経済学部

経営学部

年齢

35歳

36歳

20歳

宏

治

夫

捷

孝

真

雄

弥

春

郎

吾

行

朗

弘

一

鴻

美
太

信

公

道

達

幹

健

健

倫

史

伸

竜

信

里

一

建

原

村

梶

原

塚

橋

井

本

水

徳

木

本

尾

井

染

藤

中

戸

呉

歯

篠

梶

高

沈

稲

橋

清

神

鈴

坂

長

博

細

rnL 

立
口学農

理学部

理学研究科

農学研究科 曹 葉

自然科学研究科 桝冨浩―

今 英人 23歳

競 基弘

母志斌

19歳

21歳

24歳

22歳

22歳

21歳

21歳

23歳

21歳

20歳

21歳

44歳

21歳

22歳

21歳

20歳

21歳

20歳

21歳

20歳

20歳

32歳

22歳

19歳

22歳

22歳

22歳

22歳

20歳

27歳

20歳

50歳

24歳

23歳

28歳
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（資料6-2) 

次 第

ー、開式の辞

ー、黙拷

ー、式辞

神戸大学長西塚泰美

兵庫県南部地愛神戸大学犠牲者合同慰霊祭

ー、追悼の辞 3月17日、六甲台請堂

文 都 大 臣与謝野 馨

兵崖県 知事貝原俊民

神 戸 市 長笹山幸俊

神戸大学育友会理事長賓官洋美

神戸大学学生代表神谷猛士

ー、弔霊披露

ー、遺族代表挨拶 森 茂怪

ー、献花

ー、閉式の辞
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（資料7)

神戸大学をめざす受験生の皆さんへ
平成7年度神戸大学入学試験の試験会場、日程等の変更をお知らせします。
神戸大学では、平成7年度学部入学試験の試験会場、日程及び出願期日を次のように変更します。

試験会場 大阪大学、岡山大学、神戸大学の3会場で実施する。なお、受験者が希望する試験会場を選択
できるように配慮する。

試験 日 前期試験平成7年2月26日（日）に変更する。ただし、発達科学部人間行動・表現学科の実技試
験は2月27日（月）に神戸大学で実施する。後期試験平成7年3月13日（月）に変更する。ただし、
発達科学部人間行動・表現学科の実技試験は同日に神戸大学で実施する。

（注）実技試験受験者には専用バスを運航する。

出願期日 平成7年2月1日困消印有効。

実技内容は募集要項に記載どおりで変更はない。ただし、実技美術受験コースについては、各々の試験時間を

約2時間に短縮して行う。
試験会場・試験時間に関する説明文書は、願書提出者に対して、前記試験は2月10日に、後期試験は3月2日
に発送する。既に願書を提出した者で、連絡場所に変更があった場合は願書提出学部に連絡すること。

各学部の受付電話番号（いずれもダイヤルインで、医学部及び医療技術短期大学部以外は078-8031)

文学部 0480(FAX0486) 

国際文化学部 0730 (0829) 

発達科学部 0868(0870) 

法学部昼間主コース 0258 (0244) 

同夜間主コース 0259 (0244) 

経済学部昼間主コース 0312 (0319) 

同夜間主コース 0313 (0319) 

経営学部昼間主コース 0373 (0364) 

同夜間主コース 0374 (0364) 

理学部 0495(0722) 

工学部 0718(0719) 

農学部 0615(0995) 
医学部医学科 078-341-7451 

内線2320(341-4644) 

医学部保健学科 078-792-2555 (793-2713) 

神戸大学の皆さんへ
神戸大学では、 1月29日まで全学の授業の全面休講の措置を取っていますが、授業再開に向けて 1月30日以後
学生に登校を呼びかけています。

さし当たり各学部・研究科ごとに説明会を開催し、学生の安否を再度確認するとともに、授業再開のスケジュ

ール等を説明する予定ですが、説明会の日時について登校可能な学生は左記の番号まで問い合わせて下さい。登

校に当たっては、くれぐれも無理がないようにして下さい。登校困難な学生は、登校可能な学生に連絡を取るよ

うにして下さい。各学部の受付電話番号（いずれもダイヤルインで、医学部及び医療技術短期大学部以外は078
-8031) 

文学部・文学研究科

国際文化学部

教育•発達科学部・教育学研究科
法学部昼間主コース・法学研究科

同夜間主コース

経済学部昼間主コース・経済学研究科

同夜間主コース

経営学部昼間主コース・経営学研究科

同夜間主コース

理学部・理学研究科

工学部・工学研究科

農学部・農学研究科

自然科学研究科

国際協力研究科

医学部医学科・医学研究科

医療技術短期大学部

0480 (FAX0486) 

0826 (0829) 

0867 (0870) 

0258 (0244) 

0259 (0244) 

0311 (0319) 

0313 (0319) 

0373 (0364) 

0374 (0364) 

0493 (0722) 

0715 (0719) 

0615 (0995) 
0135 (0168) 

0311 (0319) 

078-341-7451 

内線2321(341-4644) 

078-792-2555 (793-2713) 
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神戸大学個別学力検査 （後期日程）第1試験場

（神戸大学）

神戸大学個別学力検査 （後期日程）第3試験場

（大阪大学 神戸大学医学部学科卒業証書授与式

(3月24日、楠公会館

神戸大学個別学力検査 （後期日程）第7試験場

（岡山大学）
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第2章

保 健 学 科

大震災により保健学科（医療技術短期大学部）におけ

る教育・学生生活への影響も深刻であった。地震発生後

2週間経過した 1月30日、登校可能な学生のみを対象に、

修学指導に関する説明会が行われた。この時、学生の安

否と今後の修学指導の参考とするため学生を対象に被災

状況調査が同時に実施された（表 1)。

表1 学生生活への影響について

（被災状況調査より、 N=254)

震災前の住居について

自宅：218(61.6%) 

自宅外： 136(38. 4%) 

震災前の住居の被災状況

全壊（焼） ：11 (3.1%) 

一部損壊（焼失） ：65 (18.4%) 

被災なし： 278(78.5%) 

現在の住居について

震災前と同じ：254(71.8%) 

震災前と異なる： 100(28.2%) 

負傷状況等について

軽傷： 5(1.4%) 

無傷： 349(98.6%) 

重傷： 0 

今後の通学見込について

現状において通学可能： 218(61.6%) 

交通機関が復18すれば可能： 174(49.2%) 

交通機関が復旧しても困難： 12 (3.4%) 

学生寮への入寮希望について

希望する： 16(4.5%) 

希望しない： 338(95.5%) 

1.教育・学生生活への影響

(1) 授業

地震による学舎への影響は、幸いにも少なかった

が、各通学交通機関の駅舎倒壊並びに線路の崩壊に

よる交通網の寸断、不通、また少数ではあるが、下

宿の倒壊により居住できない者があり、 2度にわた

る授業再開への対応を審議する教授会を開催し、交

通機関の回復を願ったが、あまりにも大災害であり、

やむなく後期の授業のすべてを休講とし、補講を 4

月以降行う処置をとった（表2)。

(2) 定期試験

試験期間を当初の予定より 2週間繰り下げるととも

に、通学の困難な学生に対し、開始時間を 2時間繰下

げ、 1日の試験科目数の縮小、試験時間の短縮などの

配慮を行った（表2)。

また、通学の不可能な学生に対しては、試験期間中、

実習室、保健室並び自習室を、宿泊施設、学習室とし

て開放し、延べ約12名が利用した（表3)。

(3) スキー講習会

今年度が医療短大として最後のスキー講習会であっ

たが、参加学生の被災、余震による 2次災害の恐れ、

引率教官の被災、道路網の寸断による交通渋滞、講習

会での事故が起きた場合十分な対応ができない等の理

由から、やむなく中止せざるをえなかった。

(4) 入学試験

震災直後の願書受付、新設学科の知名度等の理由か

ら、出願者数への影響が心配であったが、当初の予想

以上の出願（表4)があった。

前、後期の両日程ともに、試験日を 1日繰下げ、会場

を神戸大学、大阪大学、岡山大学の3会場で実施し、

受験生の便宜をはかるとともに、また被災受験生のた

めの特例入試を実施した。

本学科で始めて実施した、大学入試センター試験を無

事終えた後での震災であったことは、非常に幸運とし

か言いようのないことであった。

(5) 卒業式

平成5年度から神戸大学と合同で行ってきた卒業式

が会場の被災で急きょ神戸大学六甲台講堂に変更せざ

るをえず、収容人数の関係から講堂外の学舎にも参列

卒業生を収容しビデオで講堂内の式典を見ながらの異

例の分散卒業式となった。
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表2 平成7年兵庫県南部地震による教務学生関係行事日程について

1) I月30日以降の休講措置について

学舎等の被害は比較的少なく、授業のできる態勢にあるが、通学交通機関の不通により、教官、学生の通学が

不可能と思われる。

よって、当分の間休講とし、学生には大学から連絡があるまで自宅待機とする。

2月8日困まで休講とし、当日の教授会で次の判断をする。

（対策）開講時の連絡網の整備が必要

1月30日（月）午後1時～午後2時30分学科オリエンテーション

（通学可能者のみ）

2)休講に伴う補講について．

3月31日までは行わない。

ただし、成績と無関係に補講を希望する教官は教務学生掛へ連絡すること。

教務学生委員会でスケジュールを定める。

3)定期試験の取扱いについて

予定では2月6日から実施することになっているが、通学交通機関の不通により実施でないと思われる。

（試験形態）

3年生（卒業予定者）について

衛生技術学科は 1月23日～ 1月27日に予定されていたが、 30日に変更曜日を発表する。なお、試験が不可

能な場合レポートとする。

看護、理学療法、作業療法学科は平常点とする。

成績の報告は2月28日因までに報告する。

1年生、 2年生について

定期試験で筆記試験を予定している科目については、実施日を変更して行う。

1.試験期間 2月27日（月）～3月9日困

午前11時～午後3時10分までの3時限とする。 （各試験時間は 1時間）

2.試験問題の作成は各担当教官が行う。 （非常勤講師のみ教務学生掛で行う。）

3.授業中に試験を行う予定であった教官で、試験期間に試験を実施する教官は教務学生掛へ1月27日

固午前中までに連絡すること。

4.成績（レポート等採点含む）は再試験を行った結果を 3月24日圏までに提出する。

5.試験に登校できなかった学生は、レポートで行う。

4)卒業判定について

3月7日因の教授会において行う。

5)臨床実習履修資格判定について

3月29日困教務学生委員会にて判定を行う。

4月上旬の教授会において決定

6)前期授業時間割の編成について

1月25日困に行う。
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表3 後期試験期間中の学生宿泊要項…実習室1の使用学生へ

《宿泊者の確認》

1.宿泊者は男女とも当日の15時30分と翌日10時に準備室2に集合すること。
（宿泊者の確認、伝達、掃除の分担等）

《実習室 1の使用について》

1.実習室内に宿泊以外の学生をつれてこないようにする。
2.室内は備え付けのスリッパまたはナースシューズに履きかえること。
3.テレビ受像機の下方のベットは使用しないこと。
4. リネン類（リネン 2、マットレスパッド 1、ビロ及びピロケース適数、ブランケット適宜、スプレッド1)
の使用後は宿泊最終日の翌朝に実習用とは別に返却する。

5.試験中は実習室は施綻する。 （鍵は看護助手室にとりにくる）
6. 以降の暖房は電気ストーブを使用する。

7.実習室lの消灯は22時～ 6時とする。
8.準備室の水道の使用時間は6時～22時とする。
9.非常時の対応に配慮すること。
《食事について》

1.調理室のコンロ・なベ・食器などは使用してよい。
2.調理室使用時間は 7時30分～21時までとする。
3.食事場所は中102とする。
《入浴について》

1. ADL室の風呂を使用する。
2.風呂の使用時間18時～21時とする。
偶数日ー18: 00~20 : 00女子 奇数日ー18:00~19: 00男子
20 : 00~21 : 00男子 19 : 00~21 : 00女子

《洗面》

1.準備室2の洗面台を使用する。 （姿見、ドライヤーを置く）
2.抜け毛の始末は自分で行う。
《洗濯》

1.準備室2の洗濯機を使用する。
2.洗濯物は乾燥機で乾かす。
《そうじについて》

1.その日の宿泊者で相談して必ずそうじを行う。
実習室1・準備室2
ADL室
浴室

調理室・中102
《勉強について》

1. 17時以降の勉強は3F自習室で行う。
2.暖房は電気ストーブを使用する。
《教官の役割について》

1. 15時と翌日10時に宿泊する学生の確認と掃除の点検を行う。
2. 21時に調理室と浴室の点検を行う。 （火と水の点検）
《その他》

1.準備室に湯沸かしポット、カップを用意する。

2.実習室1に更衣コーナーをつくる。
3.電気ストーブ
保健室より 1 
教務より 1 

表4 入学志願者数

区 分 前期日程 倍

看護学専攻 178 

検査技術科学専攻 180. 

理学療法学専攻 144 

作業療法学専攻 81 

ヘ己 計 583 

率

2.9 

6.0 

9.6 

5.4 

4.9 

後期 日程 倍

120 

107 

92 

38 

357 

注） 阪神・淡路大震災被災者に対する特別選択試験志願者は9名、うち 2名が追加合格とされた。
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10.7 
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第V編

法医学分野の活動



法朕学分野の活動

法医学潟歴では教授、助教授ともに兵堕県から非常勤

監察医に委嘱されており、今回の阪神・淡路大震災では、

非常勤潟師である常勤監察医とともに、兵匝県監察医と

して震災死亡者の死体検案活動を行った。

1.死体検宴活動の概要

(1) 1月17日松

平成7年1月17日午前8時30分、兵匝県召察本祁

から兵匝県監察医に対し、監察医業務区域（西区と

北区を捻く神戸市内）及び西宮市内の一部の地域に

おける災害死体に関する死体検案の要語があった

相当致の死体検案となることが容易に予測されたた

め｀円滑、迅速な死体検案並びに打元帷認が行える

ように、各警察万毎に数ヵ所の遺体安置所を定め、

安置所毎に遺体に香号を付し、 、警察による行政検視

を準憤した状態で監察医による死体検案を待つよう

に指示しfら同時に全監察医に非常召葉を掛けたが、

監察医自身が技災者であったこと、並びに、公共交

通啜関の破壊並びに交通渋滞のため、午後2時に4

人が集まり、死体検案業務を開始した

兵匝県監察医業拷区域の所轄警察了は、酉から垂水、

須壱、長田、兵唐、生田、升合、涯、束遍及びポー

トアイランドと六甲アイランドを受け持つ神戸水上

の9苫であるが、渥、長田、須内各警察胃管内の遺

体は、既に100体を越えていたが、汀合、生田、兵

臣警察署管内の遺体は、いずれも501}未満であった

ため、先ず、監察医務室に近く、且つ発生数の少な

い警察野から死体検案を始め、顛により速方の警察

署へ赴く予定で伺'i医を決めたっ

遺体安恒湯所は学校、体甘館、保健所、お寺を1:

じめ、区民七ンター、注生はなど神j:"t内で40ヵ所

にのほり、渥rメの王子スボーツ七ンターでは300体

以上が安但されていた。何れの安匝楊祈も初期の頃

は停雹しており、投光器や懐中箆灯を用いて検案を

1 l6 

行わなければならない状態であった。

(21 l月18日v.

午前中に 1名、午後には2名の監察医が到芍し、

大阪府監察医2名が検案に加わった。ようやくこの

峙点で監察医の死体検案体制：よ摂ね登ったが、遺族

に交付する死体検案行の作成及び遺族との対応の問

問が生じてきた。ここまでは神戸大学文部技官 1名

及び事務日）名によって死亡届用死体検案書の作成

を行っていたが、既に1.000近くになった検案密の

作成に追いつかず、更にその後も検案数の増加が容

易に予面できたため、合議の末、各大学の駆貝ある

いは学生のポランティアの応援を可能な限り募るこ

ととしな結果、兵匝県保健環境部医務謀屈貝2名、

三重大学助手1名、神戸大学及び医療系短大の学生

3名でこれに対応した。

各検案担当医間及び日本i去医学会との連格は、電

話回稼の混涅のため困難であった．

31 l月198

日本法医学会理事長から医師派遺の申し入れがあ

り、以後1月298（日）まで以下のように各警察署別の

医師配匹体剖が整った。また、文部省の配慮により

大学教官である応投旅遭医師はすぺて派遣期間中、

出張の投いとなった。

1月18日 兵庫署道場



検案医師勤務体制（警察署別）

平成7年1月 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日

西 宮 署 1 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

東 灘 署 4 5 5 4 3 2 2 1 1 1 1 1 

灘 署 3 3 5 4 3 2 1 2 1 1 1 1 

葺 へ己 署 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

生 田 署 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

丘9、・‘̀ 庫 署 2 2 2 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 

長 田 署 1 1 1 3 3 2 2 3 3 1 1 1 1 

須 磨 署 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

垂 水 署 1 1 1 

神戸水上署 1 

地震以外の
1 2 3 2 3 2 3 2 2 2 

検案・解剖

事務所待機 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

死体検案数推移

17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日 計

監察医務区域 143 786 810 371 179 39 

西宮市内 71 37 3 

計 214 823 813 371 179 39 

2.今回の霙災時死体検案活動に関する問題点

(1) 通信連絡網、交通手段及びライフラインの破壊

災害発生と同時、即ち、最も緊急連絡を必要とし

た時期に電話の使用が困難となり、且つ交通手段が

遮断されたことは、死体検案業務にも多大な影響を

与えた。県庁、警察への連絡はもとより、監察医間

の連絡さえ困難であった。また、ライフラインの破

壊によって、検案側の水、食事など生活基盤の確保

も課題となった。

(2) 人員の確保

上記 1) に伴い死体検案をする医師のみならず、

検案補助、事務所における死亡届用死体検案書の発

行及び遺族との対応をする要員の召集・確保が困難

であった。震災死体が極めて多く、更に、震災以外

28 

28 

117 

6 

6 

10 ， 2 6 2 2 92,402 

10 ， 2 6 2 2 92,513 

の死体検案業務も加わり多忙を極めた。その上、一

度に多数の遺族が書類の受け取りに訪れたことも混

乱を拡大した。

後に、各検案場所で死体検案書を発行する方式に

変更したが、当初の膨大な検案数があった時期には、

現場での発行は極めて困難であった。

(3) 一般臨床医の死体検案への参加について

一度に極めて多くの災害死体が発生したため遺体

の安置場所が各地に散在したこと、電話回線の飽和

及び交通手段の遮断による監察医の召集が困難であ

ったこと、更に遺族からの早急な遺体の引き渡しの

要望があったことなどから、各警察署では、一般臨

床医に対し死体検案の要請をしていた。本来、神戸

市内では監察医が災害死体の検案に携わるべきであ



るが、その状況を許話せざるを得なかった。神戸市

内以外についての詳細は把捏していないが、神戸市

内で臨床医が検案したものについては、病院へ救怠

祐送され、死亡確認した医師が検案したものが多く

見られたc また、遺体安匿場所では各警察そからの

依頼を受けた明石市あるいは三木市等の医邸会から

派遣された臨床医が、死体検案を行っており、およ

そ70名の臨床医が、死体検案に携わっている。監察

医業務区域である神戸市でもこの状態であるから

神戸市以外の地域では病院、診療所での治僚及び死

体検案、並びに遺体安置所での死体検案と臨床医の

負担は相当大きなものであったと考えられる。

(4) 監察医剖度及び日本法医学会の果たした役割

今回の災害に際し、監察医は、神戸市内において

発生した災害死体のすぺてを検案すべきであったが、

上記の理由で達成されなかったことは残念である。

しかし、日本法医学会の協力により検案体制が確立

された後は、身元不明死体や死因不明死体の解剖を

行うことができるようになり、更に災害死以外の検

案笑務も円滑に行えるようになった。

日本法医学会の支援により、監察医、兵庫県苔察

本部及び法医学会理事長との間で、合同会議が閂催

され、以給、検案医師の配酉、検案會作成及び発行

方法の統一ができた，支援はあくまで兵匝県監察医

を主体としたものであり、後の検案活動 ・事務処理

を支ほなく行えた。

検案活動の若盤に監察医制度があり、それを支え

る法医学講座並びに日本法医学会からの応援派遣｀

さらに大学教官の派遺を支援した文部省の英断があ

ったため、このような大災宮時においてもPJ及的迅

速に検案体剖を帷立でき、法医学の専門家がはとん

どの検案に携わることができたことは評臼されるペ

きである。

3.検宴結果

監察医及びU本法医学会派遺医誌l;i:監察医案務区域

（西区及び北区を徐く神戸市内）で約2,,100体の死体

検案を行った。これらと兵店県苫の依類で検案を行っ

た臨床医が発行した約1.200、計3,651の死体検案書記

載事項をもとに年齢、性別、死亡場祈、死亡推定時刻

及ぴ死因等を検討したu

(1) 兵庫県酎部地震災害死者数（監察医業務区域内）

詞査笞数、性別分布及び年少、生産年齢、老年に

分けた分布は以下の通りであった。

稔 数 3,651 

男 性 1,472 

女 性 2,1岱

性別不祥 14 

年齢別分布

男性 女性 不祥 計

0 -14歳 102 116 

゜
218 

15～い歳 800 977 0 I 1. 777 

65歳以上 547 1,058 

゜
1,605 

年齢不祥 23 14 14 51 

計 1.472 2,165 14 3,651 

夕l'1
、b93%．、

- g;R 

—~e •■ n切と

t;<;;,・ 3.6,JI 
男 1472
女せ ？16!:, 

℃S；キが 1ヽ`
兵醒県南部地袋災害死者数・性別分布

（兵庫県監察医業務区域内）

男性が約40%、女性が約の％、女性が男性の約1.

5倍となっている。

地震の発生が午前5時46分頃という早朝であったた

め、自宅で就寝中に被災した例が多く、身元不明死体

の発生率は 1％以下であった。

(21 年齢層別死亡者数（監察医業務区域）

5歳毎の年齢層別の分布は以下の通りであった。

3
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20-24歳及び伍～74歳にビークが認められる2蜂性の分

布を示している，
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屈り合計
I 

戎 1.4,2
1 

2.165 

14 

3,651 

(3) 年齢国別男女比 （監察医業務区域）

年齢層別男女比

唸
1
0
8
3
0
4
0
5
0
6
0
7
0
8
0
9
0
 

—•ョ••仁

゜
20 40 60 80 

国地区別年齢庖別分布

各地区別に年齢層別の分布を調査した。

地区別年齢層別分布

東淮区

:: lf,'f疇 rj訴贔薗嵐,.r. 
1 1, 91 1女

100：人
湿区 II ~ II四

0-4歳、 20~24歳及び34-39汲以外の全てで女性の比
率が高くなっている。

(4) 年齢層別死亡半 （監察医業務区域）

以下に示した平成2年国勢讃査による神戸市にお

ける年齢層別人口構成をもとに年齢層毎の死亡字

（％）を箕出した。

平成2年国勢調査
エーA -""' ．．口＂

tエ皿

血

。
| I |l l 1、;

J- トベエ・ ≪I

▲ 

•—- z ≪ 

a r>- 町ト 知 J 

年齢層別死亡率

―“ -= 

Iヽ"III'』lI l | 1| | 
ilt 

65歳以上の高齢者の死亡率が若年者に比して高く、年齢

と共に増加し、特に80歳以上では極めて高くなっている。
また、死亡率においても、 20~24歳及び34~39改以外の
全てで女性が高くなっている。

C、

4 mrr召 [hrrJf,rrmrfJfli幽恥9,.

中央区
しし，

I ll'tt I I仁

4 

C _, r, ro ••一ょ-Lィ一mmlmrバrmA』m元

兵鹿区

＂ 
11"111J:d1 

"'-
り 一～゜べ心¢~-rぶJT{r社紬E.. rl'I 

長田区
B 

II駐SSI Iで

t 

-ィT吋 らィ..rし-ii.-rJil叫贔9.. -
須磨区 1111;!1 11 !t'1 

---ふrr..n-~.rf:吋ふ絲祉和ふ
え IDに“'

東灘区、池区では他の地区に比ぺて20-24汲の死亡者が
著明に多くなっており、蓬区では男性が特に多くなって

いる，
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(6) 死亡場所

死体検案書の死亡したところの種別に基づいて集

計を行った。

死亡したところの種別

病 院 139 

自 宅 3̀163 

そ の 他
（む甕所4、も人ホーム1を含む）

314 

記 霰 な し 35 

合 計 3.651 

自宅死亡が86.6%、病院死亡が3.6％であった。

配級なし110知

口宅
i86.6妬）

(7) 死因分布（監察医業務区域）

•• O 
1- 6 ．．モ、
一 心 3

死体検案書の死因の瀾の記載内容をそのまま奥計

したところ、以下の表の結果を得た。

2且 l.%7 53.9% 

胄区圧追 応7

•"記圧迫 435 

体幹紐圧迫 1お | 

頭頸S・顧画・
324 気這圧追または閉喜

原死因の記量なし 211 

その他 32 

圧死
452 12.4% （肩息・預包・全身の圧It損傷I

外傷仕ショフク
泣 2.2% （火傷・打撲・控減・出皇等1こよる｝

樟紅損II 124 3.4% 
（外llttくも晨下出皇・棗量令折`りを11等）

内1l損傷
.3 ”” 1.5% t胄畠または胄置葛I

璽屈損傷 63 1. 7% 

縫死・全身火II
出 12.2% （一霞化戻業中量を含り）

鼠呂不全等 15 0.4% 

責弱・凍死 ヽ 0.2% 

打復・佳直傷 300 8.2% I 
不拝及び用

116 3.2% （高衰娩損死体を含b)

その他 宍 I 0.7% 
合計 5.6lf. 

圧死の殆どは、何らかの圧迫による窒息及び内誡損傷

と考えられ、打撲・挫滅傷では、全身打撲との記穀が多

く、圧死と同様と考えられる。また、焼死 ・全身火傷に

は一駁化炭素中毒も数例含まれているが、ほとんどが骨

片になった高度の焼損死体であり、本来なら不拝・不明

に含まれるものと言える。誠詳不全の中には腎不全が含

まれており、いわゆる挫減症候群の例であったと推定さ

れる。
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(8) 区別死因分布

各区別に死因を集ずした

＇ 稟瀾ユ量区中央区 “g  a四 1頚閉ユlIt 
四 6べ》 索 I83 乞 201 Zl9'j : I如

圧死 ：工？ ,O I n 3 li6 53 心
口裏Ill傷 33 '.'5 I 22 I 21 1 21 1 2 I 124 
重紅損II 4 ， 30 I : : ， 

゜
63 

.こgti 18 l:i 12 1 7 2 ： お

外II性シ•ック 27 I :4 6 I 10 I R • I 巧！
全身＂慣 匹 o I 2 o I で

゜
2g3 

鑓死 ;, ;-; I IS n I 2.s 12 出

不n・不専9 訪 4 ， 出 12 I 19 116 
責届・凍死

゜
6 

゜゜
I 

゜その鯰 11 ~l 

゜゜
16 o I “ I 210 絲 lm | ＃ てコ 3:3 3,651 

比較的ゆっくりした外）J力屯］わったと考えられる

圧迫による死亡、比較的迂い外力が1Jaわったと考え

られる頭類部損11及び外傷性ショック、高度焼揖死

体（焼死か死後の焼揖か不明の死体）、交弱及び凍死

（外力による損世は致命的ではなかったが逃げ出せ

ずに食物及び水分の不足、あるいは寒冷四境暴露に

よって死亡）、その他にまとめて集計した。

なくなっているし

'9; 死亡推定時亥1¥監察医業務F域）

臨床距検案分の死亡時刻の憫には、死亡推定時刻

ではなく死亡確認時刻を記紋＇ーとと推定されるもの

が多共認められ、また、死亡謹認時刻を記牧したと

の担‘り医の証甘も得られたため、臨床医の作成した

死体検案杏は死亡推定時刻の全体的な把提には適さ

ないと考えられた。従って、監察医及び日本法医学

会派遣医師1こよって検案されたものについてのみ集

計を行った。

死亡推定時刻（監察医検案分）

頸頸：：；；；：：ックi::『65!中7：I兵：：「さIIll:]:1: 
“覆汲損死体

嚢G・檜死

1111 拗 I JI I 560 

その雙 11 I 21 I o I o I 16 I o I.c., 

ol 61 ol o 

゜
1,2:ol 遥 IJ<Jil 37:!I ml mf 3.651 

地区別死因分布 以上から93.6％が1月17日午前6時まで、 17日中

3 9  ̀

戻←這

五只

中

研 5

琴

和

-”̀9-9£:x-に
R 

―'i4、-J.と長て---拿S2t'ゾ3

：ゴ3』

こ3..... 

’̀：ー'|J9 
ーコ匹1-11匹•■■五論＂—-~—9....ll • ••• '和4••:
- 1̀^.---C・ユ9.;3玲．9

“マい

一 塁塁覧置"tt
ー 壼 ”JE

ヽ9

必 J.

そ→

中央区では頭類部揖傷及び外慢性ショックの割合

が多く、兵唐区及び長田区では高度焼損死体の割合

が高くなっており、圧迫による死亡が他に比べて少

死亡日時 死亡者数 死亡者数累計
I /17~6:00 2.221 2,221(91.9%) 

-9:00 16 2.237(92.6%) 

-12:00 47 2.2M(94.5%) 

~23:59 12 2.296（缶．0%)
時刻不拝 llO 2.406(99.6%) 

1 /18 3 2.411(99.5%） 

1 /20 2 I ~.413(99.9%) 
l /~l l I 2.414(99.9%) 

1／笠 l 2.415(100.0%) 
l /25 1 2.416(100.0%) 

計 2,416 

死亡推定時刻 （監察医検案分・不祥テーク削除後）

死亡日時 死亡者数 死亡者数累計

l /17-6:00 2.221 2. 221(96. 3%) 

-9:00 16 2. 23i(97. 096) 

~12:00 47 2．284(99.0%) 

-23:59 12 '.?,296(99.6%) 

1/16 3 2,301(99.b%) 

1 /20 2 2,303(99.9%) 

1 /21 I 2．紐（ 99.9%)

1/22 I 2．箕応(100.0%)

1 /25 I 2．亥16000.0%)
計 2,3(沿

には99.6％が死亡したと推定される。

4.避難生活が及ぽした影響について

名災後、避雅生活が何らかの影吝を及ぼしたと与え

;.>れる死因不明の異常死体数は、 3月末までに49例で

あった。 1月： 29例、 2月： 17例、 3月： 3例と減少

し、以後は発生していない。医療ポランティアの活躍

や仮註診療所処置等の効果によって減少したものと考

えられる。年齢分布では65歳以上の高齢者が37例と75.

5％を占め、生命）Jの劣る高齢者に大きな影響を及ぼ

したと考えられる。死因別では循環器系疾患が多く、

通院していた医療機関が餃災したため、あるいは自ら
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が被災したため通院できなくなり、基磋疾患がコント

ロールされなくなって発症したものと思われる。また、

気管支肺炎及び大葉性肺炎も多く認められ、被災によ

る環境の悪化が影響を及ぽしたものと思われる。

震災関連病死者死因分布

循環器系疾患 30 ............................................................................. 
虚血性心疾患 8 

冠状動脈硬化症 3 

急性心筋梗塞 8 

高血圧性心疾患 4 

急性心筋炎 1 

解離性大動脈瘤 3 

胸部大動脈瘤破裂 1 

肺塞栓症 1 

青壮年急死症候群 1 

呼吸器系疾患 16 ............................................................................. 
気管支喘息大発作 1 

気管支肺炎 7 

大葉性肺炎 8 

消化器系疾患 1 ............................................................................. 
出血性胃潰瘍 1 

泌尿器系疾患 2 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

多嚢胞腎 2 

震災関連病死数

1月 2月 3月 合計

死因不明病死数 112 58 49 219 

裳災関連病死数 29 17 3 49 

裳災関連／死因不明 (25.9%) (29.3%) (6.1%) (22.4%) 

震災関連病死者年齢分布

年 齢 検 案 数

0歳～14歳

゜
0.0% 

15歳～64歳 12 24.5% 

65歳～ 37 75.5% 

合計 49 

5.本災害の特徴

(1) 広範囲で大規模な天災であった。

(2) 初期に活動すべき監察医自身が被災者であった。

(3) 交通通信網の遮断が業務を妨げた。

122 

(4) ライフラインそのものの破壊があった。

以上の如く、これまでに発生した航空機、列車事

故、火災災害などの大量の死亡者を出した災害とは

まったく異なる災害であった。

6.結び

兵庫県監察医並びに神戸大学医学部法医学講座はこ

れまでに、昭和38年神戸港ときわ丸海難事故、昭和43

年有馬温泉池の坊満月城火災、昭和61年神戸市北区精

神薄弱者施設陽気寮火災、平成2年長崎屋火災の如く、

一度に多数の死者を出した災害の死体検案を経験して

いるが、今回の阪神・淡路大震災は、その規模におい

ても、死亡者数においても、未曾有の災害であった。

今回の死体検案活動によって、神戸市内の死亡者の

約95％の集計が行い得た。従来、地震災害においては、

建造物の被害調査が主体であり、これだけ大量の人的

被害の実態が把握された例はなく、既に完了している

日本建築学会による建造物被害調査の結果と比較検討

することによって、従来は行い得なかった震災時にお

ける人的被害の推計、耐震設計の新基準、さらに都市

計画への活用が可能であると考えられる。当教室にお

いては既に建築学あるいは地震学関係研究者との共同

研究を開始しているが、今後さらに広く他分野の研究

者との共同研究を行い、その結果を今後の災害対策に

活用することが本災害によって亡くなった人々へのせ

めてもの供養であると信じる。

本災害の如く広範囲で大規模な災害においては、災

害発生からの時間経過に伴って、災害救急医療、被災

地での内科的医療さらに精神的ケアと医療関係者の活

動は、広範囲及び長期間に渡って必要となるが、死体

検案活動は救急医療と共に、災害発生直後から開始す

る必要があり、また、死亡者個々の死因を正確に調査

することは、医学のみならず、その後の災害対策全般

にとって極めて重要である。従って、災害対策の一環

として死体検案活動の基盤となる検死制度の充実が強

く望まれる。
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被害状況とその対応



被害状況とその対応

第1章

1.建物関係の被災状況

(1) 病院地区

建

①病棟 SRC造10-1 20,046面昭和42年

ー一舟酎体関係—

・ 構造耐力上主要な部分

柱 1階及び地下階の一部に、ひび割れの

発生が顕著であり、被害が大きい。、

この部分については耐力維持のため、

樹脂注入による処置をした。その他6

階より下階に、ひび割れの発生が多い。

梁 6階より下階に、ひび割れ発生が多い。

耐力壁 2階から 9階の全ての鉄骨ブレースが

振動し、被覆コンクリートが破壊、一

部ブレースの変形があるが、耐力に影

響するものではない。

床版 一部にひび割れが発生。

その他雑壁等 外壁のほぽ全てに、ひび割

れの発生があり、特に6階より下階に、顕著

である。このうちの病室については内側に無

収縮モルタルを充填し、応急処置をした。

内壁、間仕切り壁等 コンクリートブロッ

ク壁を含み全ての階で大小のひび割れが発生

している。特に下階にいたるほど顕著で一部

は破壊した。

→装、その他雑ー一—

内装仕上げ材等は壁等の損傷に伴うモルタル、

タイル、塗装、壁紙、床材、天井材等と上記ブレ

ースの振動に伴う木製下地壁の膨れあがり、それ

124 

物

に伴う壁面固定の床頭棚ほか各種固定棚の剥がれ、

ぐらつきがある。一部の危険箇所には、受け金物

にて応急処置をした。

建具は防火扉 1ヵ所を含み鋼製、アルミ、木製

共数ヵ所で損壊、変形等の被害をうけた。

―エキスパンション・ジョイント部—

（病棟ー講堂）

臨床講堂とのEXP・Jのジョイント金物の爆

裂、ジョイント列沿いの床、壁、天井等仕上げ材

の損壊、屋根防水ジョイント部の離脱落等、多く

の被害をうけた。

（病棟ー中央診療棟）

10階看護婦詰所のWGを含む外壁及び窓サッシ

が大きく破壊し、中央診療棟側廊下部の屋根防水

層の損倦、同床梁の損壊、 1階から 9階の内外の

ジョイント金物の爆裂、及び壁、天井の損傷、 6

階から 9階の窓サッシの破壊、変形の被害をうけた。

→物外部一一—

ドライエリア擁壁に多数のひび割れが生じ、一

部に損壊状態の箇所がある。

建物周囲の各所で地盤が沈下し、取り付き舗道、

同上屋、埋設管類に被害をうけた。

② 中央診療棟 SRC造5-1 （一部9-1) 

17,995面昭和58年

外来診療棟 SRC造6-1 25, 177m' 

昭和61年

ー一者E体関係ー＿一

躯体については外壁、内壁の各所にひび割れの



発生がみられるが、構造耐力に影響するものは無

い。

ー一内装、その他雑ー―-

内外装その他、雑関係では、中診・外来のEX

P・Jのジョイント金物が変形し、一部で剥がれ

た。手術室では壁パネル多数のひび割れが発生し

た。また、壁等ボード類の爆裂が数ヵ所で発生し、

便所等のタイルにもひび割れが発生、外壁タイル

面のひび割れ、及び一部で剥落した。

外来棟エントランスの外部進入路舗石の沈下浮

き上がり、及びそれに伴う玄関自動扉下部レール

の破損の被害をうけた。

③ 臨床研究棟 SRC造6-1 6,894m' 

平成6年

構造耐力に影響する躯体の被害は無いが両妻面

の外壁に顕著なひび割れ、それに伴う仕上げタイ

ル等の剥落があるほか、内部にも各所に多数のひ

び割れが発生したが総じて被害は少ない。

④ その他の建物

高エネルギー診療棟 RC造2 1,266m' 

昭和63• 平成 2 年

MRI検査室のシールドをカバーする内装材が

爆裂した。

特別高圧受変電所 RC造2 955m' 

昭和48・ 58年

各所壁面に大小のひび割れが発生した。

(2) 基礎学舎地区

① 基礎校舎北棟

→E体関係—

SRC造10-1 9, 986m' 

昭和54年

柱、梁、床版等には、たいした被害が認められ

ないが、南東部、南棟側への壁（耐力壁を含む）

に大きな亀裂が発生、破壊した部分もある。

その他の外壁を含む雑壁にも多数の亀裂、びび

割れが発生した。

-—舟装、その他雑――-

躯体の損傷に伴う仕上げ材の損偽、建具の損壊

等被害の程度は大きい。

また南棟とのEXP・]の各階ジョイント金物

の爆裂に伴う内装仕上げ材の破損、屋根防水ジョ
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イント部の離脱等の被害をうけた。

→物外部―--

建物周囲の各所で地盤が沈下し、舗装路面、舗

石に被害をうけた。

② その他の建物

基礎校舎南棟 RC造5-1 6,319m2 

昭和51・ 52年

内装タイル等の剥落が各所に発生した。

共同研究館 RC造4 3,536面昭和43年

窓ガラスの破損がめだった。

工作物等

共同研究館南側の囲障（煉瓦造H=2m)が西側

約50mにわたり倒壊した。



第2章

設 備

1.設備関係の被災状況

(1) 病院地区

① 第一病棟

・屋上、高架水槽架台移動に伴いパネル板、接続

配管部破損

・エアコン室外器転倒

・病室ファンコイルユニット破損

・純生空気マニホールド連結管破損

•各階、炊事場給湯器転倒接続配管破損

•各所、洗面器等脱落破損

. 10階詰所外壁破損により気送管変形破損

・自家発電機冷却水配管破損

•各所、給水配管破損

•各所、排水配管破損

•各所、汚水配管破損

•各所、冷温水配管破損

•各所、蒸気配管破損

•各所、医療ガス配管破損

•各所、都市ガス配管損傷

② 中央診療棟

・貯湯槽補給水配管破損

・受水槽引き込み給水主管破損

③ 外来診療棟

・電算機用空調機冷媒配管損傷

・薬剤部無茜室機能破壊

・エスカレーター主要機器破損

④ 看護婦宿舎

・給水配管破損

・温水配管破損

．昇降機主要機器破損

・屋上、機器類の基礎、架台破損

・屋上、 ドラフトチャンバー排気ファン破損

・RI貯留槽亀裂多数漏水

・酸素用マニホールド連結管及び警報機盤破損

•各所、実験流し等脱落破損

・ガス給湯器転倒破損

•各所、給水配管破損

•各所、排水配管破損

•各所、汚水配管破損

•各所、給湯配管破損

・機械室、蒸気配管破損

・外部、都市ガス配管損傷

② 基礎学舎南棟

・ガスボイラー破損

•実験流し等脱落破損

•各所、給水配管破損

•各所、排水配管破損

. 2階、冷温水配管破損

③ 共同研究館

・屋上、高架水槽架台移動及び接続配管部破損

・エアコン室外器転倒

・排水用会所破損

・温水ボイラー補給水配管破損

•各所、給水配管破損

・昇降機主要機器破損

(2) 基礎学舎地区

① 基礎学舎北棟

・屋上、空調用冷却塔転倒配管類破損
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第3章

ライフライン

1.電気関係

1月17日、 5時46分地震発生と共に停電し、本院の

自家発電機により送電した。

8時40分に関西電力より送電されたが、余震が激し

いため、関西電力の変電設備等の状況について、情報

収集及び本院の電気設備関係の異常の有無について調

査、その間自家発電機による送電を継続した。

医学部基礎関係については、変電設備に異常が認め

られないので、 8時50分頃停電復帰作業を実施した。

10時45分、附属病院及び関西電力の電気設備に異常

が認められないので、停電復帰作業を実施した。

（医学部・附属病院・復電作業完了）

2.都市ガス関係

地震発生とともに、供給が停止された。

大阪ガスの復旧の見通しとして約1.5ヵ月が必要で

あった。

2月11日供給場所……外来診療棟臨床研究棟中

央診療棟看護婦宿舎高エネルギー診療棟新臨床

研究棟福利課外施設

第一病棟については、ガス漏れ箇所が相当数あるた

め、厨房関係のみ別途配管工事を施工し早急に復旧す

る事とした。

14日供給場所……基礎学舎南棟 共同研究館

16日供給場所……図書館 第一病棟全館（一部7階

西詰所関係復旧作業中）

17日供給場所……第一病棟7階西詰所関係

18日第一病棟で少量のガス漏れが確認され、応急処

置を実施し復旧した。しかし、第一病棟への送り主管

での漏れ箇所が20数ヵ所有るため、早期に主管の取り

替え工事を実施する予定である。

21日供給場所……基礎学舎北棟

（医学部・附属病院・仮復旧完了）

3.水道関係

地震発生と共に神戸市からの送水が停止された。
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附属病院の対応として、受水槽には約500トンの上

水があり、被害を受けた第一病棟の高架水槽及び被害

を受けていない外来診療棟の高架水槽への揚水を停止

し、被害を受けていない中央診療棟の高架水槽のみ揚

水を行った。

1月17日午後8時頃神戸市に給水車派遣依頼、 4ト

ン車1台派遣され。神戸市と協議の結果1月18日早朝

より、病院構内に常時給水車1台派遣する事で了承。

1月22日神戸市より病院に送水が開始されたが、圧

力が非常に低く全館への供給はむずかしいものと思わ

れた。

1月23日供給場所……中央診療棟全館 第一病棟1

階給食関係高エネルギー診療棟看護婦宿舎

24日供給場所……外来診療棟関係（臨床は除く）

第一病棟各階便所関係及び看護婦詰所関係

医学部の解剖用の水を確保するため、共同研究館受

水槽の残水 (60トン）を使用するため、ホームポンプ

を設置し仮設配管にて剖検室に水栓を取付け給水確保

をした。

25日供給場所 臨床研究棟（外来棟4~6階） 図

書館 第一病棟各階便所手洗・洗面所・共同炊事場

第一病棟各階特別病室便所・洗面・炊事関係 福利課

外施設

26日供給場所 第一病棟各階病室手洗関係（一部排

水管ダメ）

2月1日供給場所神戸市に依頼・共同研究館受水

槽に39トンの給水を行った。

2月8日供給場所……第一病棟各階病室手洗関係、

排水管復旧作業完。

2月4日午前0時20分頃、新臨床研究棟・基盤学舎

関係の受水槽に送水が開始されたが、水圧は非常に低

く、正常時の約40％程度であった。

病院関係の送水圧力は徐々に回復しているので、通

常の給水が可能となった。



2月6日供給場所……新臨床研究棟送水完了、基礎

学舎関係復旧作業中

7日供給場所……基礎学舎北棟・基礎学舎南棟（共

同研究館関係復旧作業中）

3日供給場所……共同研究館（基礎学舎関係の送水

圧力回復）

尚、第一病棟・看護婦宿舎等で若干の漏水箇所が有

るが、後日復旧作業を実施したい。

（医学部・附属病院・仮復旧完了）

4.蒸気関係

1月23日送気場所 第一病棟1階給食関係

24日送気場所……中央診療棟5階中央材料部 中央

診療棟地階洗濯場

27日送気場所……薬剤部・中央検査部・中央手術部

28日送気場所 看護婦宿舎浴室関係

2月16日送気場所 基礎学舎関係

（医学部・附属病院・復旧完了）

5.給湯関係

1月25日供給場所……中央診療棟・外来診療棟関係

の供給テスト完了

27日供給場所……第一病棟1階給食関係・中央診療

棟・外来診療棟

28日供給場所……第一病棟

（附属病院・復旧完了）

冷暖房関係・外来診療棟、中央診療棟は当初より異

常は認められない。 (1月17日より供給）

1月26日供給場所 第一病院棟配管関係破損箇所

の修繕。

復旧は5月初旬になる予定であった。

（医学部・附属病院・仮復旧完了）

以上の通り復旧は完了したが、特に配管系統で種々

問題が有る箇所に付いては、今後、早期に本格作業に

より支障の無きよう取り計らいたい。

27日～31日 ク

2月1日～ 6日ク

7日供給場所……第一病棟配管関係破損箇所修繕完

了により14時30分頃より17時迄冷暖房運転を開始した。

8日供給場所……今週は試験的に8時より17時迄暖

房運転を行い、配管系統等に異常が認められない場合

は、 13日より正常運転を実施。

13日供給場所……第一病院8時より21時迄正常運転

を実施した。

（設備に支障の無いかぎり上記正常運転とする）

16日供給場所……基礎学舎関係 看護婦宿舎

尚、動物実験施設関係の冷房施設が損傷しており、
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第一病棟被害状況

” 

第一病棟北側面外壁の亀裂

第一病棟1階パイプシャフト前の壁損壊

第一病棟正面出入口横の壁の損壊

第一病棟2陪から臨床鳩義室出入口の非常扉揖填
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第一病棟 1階講理場内壁の亀裂、剥落

第一病棟 1階講理場南側トイレ璧等の損壊

第一病棟詰所内壁剥落

第一病棟1陪詞理場南憫トイレ壁等の損填

第一病棟10階詰所南閲壁の亀裂、損壌
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第一病棟病室内壁亀裂

第ー病棟病室内壁亀裂

エキスパンション被害状況

（中央診療棟と第一病棟）

中央診療棟と第一病棟のエキスバンション

付近第一病棟西側壁の損壌
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y：： 
特志受電所監視盤

第一病棟キチネットの給湯器の債壌 （各陪同様）

中央診療棟と第一病棟のエキスパンション部分の損壌



中央診療棟と第一病棟のエキスパンション部分の損壌

臨床研究棟被害状況

管理課事務室

基庭校舎被害状況

臨床研究棟タイルの亀裂

医学部北棟と南棟の渡廊下且剥落

臨床研究室
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基礎研究室

医学部南棟南側民家との境界壁倒壊

基礎研究室

医学部基礎校舎冷却塔損填

医学部基礎校舎冷却塔損壌
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教

章4

職

第

員

人的被害としては、別表の如くである。不幸にも亡くなられた方は、第三内科研修医中條聖子先生であった。御冥福

を心よりお祈り申し上げます。

区 分 教 官 事務系職員 看 護 婦 技・理師学・薬療剤法士師 医員・研修医 合 計

死亡 1 1 
本人
負傷 1 3 1 5 

計 1 3 1 1 6 

死亡 1 1 
家族
負傷 1 1 1 3 

計 2 1 1 4 

全 焼 1 4 5 

半 焼

入王 壊 20 21 25 5 13 84 

半 壊 28 23 44 12 16 123 

計 49 44 73 17 29 212 
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救援物資とボランティアの受け人れ

第1章

救 援 物 資

神戸大学医学部がいただいた救援物資で、把握できて

いるものは次表の如くであるが、混乱した状況の中での

ことであったため、漏れているものも多少あると思われ

る。

震災直後の混乱した状況においては、医薬品あるいは

医療材料等で何が不足しているのか、どこへ支援要請を

すればいいのか、それを取りまとめることもむずかしい

状況であった。

そのような状況下において、震災直後においては医師

あるいは看護部より、他大学あるいは関連病院へ直接連

絡し、支援の要請が行われた。

電気は、当日の10時45分には復旧したものの、水、ガ

スの使用できない状況下において、患者あるいはスタッ

フの食糧確保をどうするかが重要な問題であった。入院

患者、スタッフの食事については、給食用の米を用い看

護部が炊き出しを行うとともに、保存食等で急場をしの

断水により洗濯が不可能となり、患者にとっては下着

類の支援は有為であり、また救援物資の搬入等、作業後

の手指の清拭用のウエットティッシュ、避難所等への医

師の回診、事務連絡用等のために支援いただいた自転車、

そしてインスタント食品等の調理に電気ポット、カセッ

トコンロ等は非常にありがたかった。

いだ。

17日夕方には、救援給水車が到着し、飲料水の確保も

可能となった。 18日より、近隣の大学から、おにぎり、

缶詰、パン、飲料水等が救援物資として届けられるよう

になった。

更に、文部省より近隣の大学に対し、神戸大学他への

支援要請があり、食料品、飲料水、医療材料から日用品

まで、多数の救援物資が数多くの大学から、交通事情が

悪いにも拘らず届けられた。

また暖房が停止したことによる採暖対策も深刻な問題

であり、入院患者には救援物資の毛布、使い捨てカイロ

を配布し急場をしのいだ。
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領月日 送 り 主 物 資 備 考

7. 1. 18 （樹新興堂 卵、米

，，， 宍粟郡民病院 おにぎり

，，， 森岡屋 味付け海苔

ク 大阪大学病院 患者用食料（おむすび）、他

7. 1. 19 岡山大学病院 患者用食料（おむすび）、医療材料、他

ク 災害対策本部 トイレットペーパー

ケ 兵庫教育大学 患者用食料

ク 香川大学 患者用食料（うどん）、職員用食料

ク 香川医科大学 患者用食料（食パン）、職員用食料

ク 広島大学病院 患者用食料（缶詰）、ポテトチップス、他

ク 片岡商店 氷柱

ク 名古屋大学病院 患者用食料（カンパン）、消耗品、医療材料

ク
奈良先端科学技術大学院

日用品
大学

ク 京都大学病院 患者用食料（弁当）、飲料水、他

ク 岐阜大学病院 衛生材料、検査用試薬、他

ケ 宍粟郡民病院 インスタント食品、お菓子、他

7. 1. 20 幸福の科学 飲料水

，，， 宍粟郡民病院 日用品

，，， 岐阜大学病院 患者用食料（缶詰）、検査用試薬、他

ク りんでん幼稚園 おにぎり、日用品

✓,, 兵庫教育大学 患者用食料（おむすび）

ク 本学農学部附属農場 雑用水
動物実験施設

用

，，， 鳥取大学病院 飲料水、食パン

ク 看護婦の父 食料品、雑用品
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受領月日 送 り 主 物 資 備 考

7. 1. 20 通産省災害対策本部 日用品

ケ 藤崎郁夫 食料品

ケ 多胡病院 ガーゼ

ケ 遠藤病院 ガーゼ

ケ 阿保病院 ガーゼ

ク 石川病院 ガーゼ

，，， アルケア（桐 医療材料、人工肛門、他

ク 兵庫脳研センター 医療材料、日用品

，，， 三重大学病院 食料品

，，， 兵庫県立看護大学 食料品

ク 岐阜大学病院 患者用食料、カイロ、他

ク 奈良市（対策本部経由） パン、缶詰、飲料水、他

ク 千田パン 食パン

，， 慈恵団 卵、蜜柑、オリゴジュース

7. 1. 21 奥野克哉 ゆで卵
入院患者の家

族

ク 宍粟郡民病院 粉ミルク

ク 三重大学病院 患者用食料（インスタント食品）

7. 1. 21 荒木加寿美 紙パンツ、生理用品、他 医学部学生

ク 木下晴行 菓子類、菓子パン 患者家族

，，，， 第二内科（本院） 弁当

ク
中部近畿ブロック常置委員

食料品、飲料水
（委員長）名古屋

， 云 大学看護部長

ク 兵庫脳研センター 下着類、タオル、他

ク 看護婦中部地区ブロック 食料品、布団、毛布、他
三重・岐阜・鳥

取大学

ク 鳥取大学病院 患者用食料（食パン）、飲料水
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領月日 送 り 主 物 資 備 考

7. 1. 21 港湾援護対策 サラダ革命、りんご、他

ん コープ神戸垂水店 食料品、飲料水

，，， 第一外科同門会 ポリタンク、タオル、医薬品、他

ケ 慈恵団 うどん入り豚汁

‘¢ タツノアキフミ 飲料水
明石市の一般

市民

7. 1. 22 
エホバの証人 ものみの

食料品、カイロ、毛布、他
塔聖書冊子協会

ク 宮野医療器嗚 整形用手術セット

ク 神戸市対策本部 食料品、飲料水、コンロ、他

ケ 第二内科OB 食料品、カイロ、他

ク ハーン・ボイセン テレホンカード

，，， 神戸市対策本部 患者用食料

ク 小田某 食料品 中手職員の弟

ケ 八鹿病院 衣類、下着、毛布、他

ケ コープ神戸 蜜柑、牛乳、バナナ、飲料水、他

7. 1. 23 神戸市対策本部 トイレットペーパー、蜜柑

ク 中央区役所 弁当、飲料水、果物、他

ケ 宍粟郡民病院 コーヒー、ブライト、小児用ミルク、他

，，， 兵庫教育大学 職貝用食料 (23日夕食、 24日朝食）

，，， 中部近畿ブロック常置委員 蒸留水、下着、寝間着、他

ケ 大阪大学病院 診察衣、予防衣、パンスト

ク 兵庫県立看護大学 風邪薬、コーヒー、お茶、他

ク 岡山大学病院 職員用食料 (25日朝食）

ケ 避難している地域住民 蜜柑

7. 1.24 岩崎病院 トイレットペーパー、ティッシュ、他
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受領月日 送 り 主 物 資 備 考

7. 1. 24 宍粟郡民病院 おむつ、タオル、ウエットティッシュ、他

ク 京都大学病院 毛布

ケ
香川大学・香川医科大学、

カイロ、紙おしぽり 4校合同で
高松高専・託間電波高専

，，， 岐阜大学病院 医薬品、衛生材料、衣類

ケ 大阪大学学院 ポット、下着、寝間着、毛布、他

ケ
中部近畿ブロック（名古

飲料水、寝間着
屋大学病院） ． 

ケ 岡山大学病院 患者用食料

ク 川田フミ 病衣 8東の入院患者

，，， 兵庫教育大学 職員用食料 (24日昼食・タ食）

ク イセト紙工（梱 菓子箱

7. 1. 25 大阪大学病院 カーデイガン、毛布、布団、キャンバスベット

ク 猪名川動物霊園 お茶

，，，， 島根医科大学 患者用食料（パン）、職員用食料 (26日朝食・昼食）

，，， 信州大学病院 医薬品

ク 神戸市災害対策本部 飲料水、ウエットティッシュ、他

，，， 鳥取大学病院 職員用食料 (25日昼食）

ケ 広島大学病院 職員用食料 (25日夕食）

，，， 本学農学部附属農場 患者用食料（おにぎり）、他

7. 1. 26 兵庫県神道青年会 ウエットティッシュ、他

，，，， 名古屋大学病院 食料品、日用品、医療材料

ク 高砂市民病院 飲料水、お茶

，，， 憫日経サービス 飲料水

，，， 中央保健所 家庭用常備薬

，，， 京都大学病院 職員用食料 (26日夕食）
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領月日 送 り 主 物 資 備 考

7會 1.26 滋賀医科大学 職員用食料 (27日朝食・昼食）

7. 1. 27 広島大学病院 職貝用食料 (27日夕食）

ケ 神戸市消防学校 懐中電灯、電池

ク 照林社 下着、シャンプー、他

，，， 東京女子医大第二病院 ウエットティッシュ、他

ク 鳥取大学病院 職貝用食料 (28日朝食）

7. 1. 28 鳥取大学病院 職員用食料 (28日昼食）

ク 東京農工大学 野菜
東京商船大学の

汐路丸で運搬

ク 千葉大学病院 医薬品 ，，， 

ケ 東京医科歯科大学
食料品、哺乳ビン、ミルク、自転車、患者用食料（レ

ク
トルト食品）、他

ク 東京大学病院 コンロ、ポット、下着類、毛布、他 ク

ク 三重大学病院 職員用食料 (28日夕食）、他

ク 岡山大学病院 職員用食料 (29日朝食）

7. 1. 29 名古屋大学病院 職員用食料 (29日夕食）、他

ク 滋賀医科大学 職員用食料 (29日昼食）

7. 1. 30 猪名川動物霊園 お茶

ク 京都大学病院 職員用食料 (30日朝食・昼食）

ケ 島根医科大学 職員用食料 (30日夕食）

ケ 田中勝幸 男女用下着 元患者

7. 1. 31 本学農学部附属農場 雑用水 動物実験施設用

ケ 宮崎大学 栄養ドリンク、他
兵庫教育大学経

由

ク 大阪大学病院 カセットガスボンベ、乾電池

7. 2. 2 
神戸市北区の花屋のボラ

洋ラン、鉢植えの花
ンティア

ク 愛媛大学病院 絆創膏、蜜柑、蒲鉾、他
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受領月日 送 り 主 物 資 備

7. 2. 2 サントリー（悧東神戸DC 罐入りのジュース、オレンジ、緑茶、他 慈恵団経由

', 神戸市災害対策本部 バナナ

7. 2. 3 宮崎大学 漬物（大根）

ク 波多野マサ子 粉ミルク、オムツ、ウエットティッシュ

7. 2. 5 兵庫県対策本部 毛布、掛布団

7. 2. 8 金沢大学病院 バスタオル、飲料水、紙オムツ、他

〈おわびとおことわり〉

混乱期でもあり、折角救援物資をいただきながら、記載漏れの個人や団体の方々が多くおられると存じます。

ここに、お詫び申しあげるとともに、ご厚意に深く感謝申し上げます。
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救 援 物 資
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第2章

ボランティアの受け入れ

大学へ応援頂いたポランティアの方々は、別表の如くである。関連諸機関の御協力に感謝致します。尚、ボランティ

ア支援の多かった看護部の詳細については、後述の如くです。また、記載漏れの方々もあるかと存じますが、混乱期の

ためご容赦下さい。

（平成7. 2. 13現在）

名 I
乎又 入

診 療 科 等
受入者勤務先等 I 職種員数 期 間

．学．．．生．．．．．（．．院．．．生．．．）．．．．6 ．．．．．．．．．．．．．．． 1. 17~ 1. 27 老 年 科 神戸大学 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
学生（学部） 15 1. 23~ 1. 27 

整 形 外 科 兵庫県総合リハビリテーションセンター 医師1 毎日 1人

救 急

薬

九州大学 医員 2、学生1 I 1. 26~ 1. 30 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

名古屋大学 医師1 I 1. 27~ 2. 6 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

帝京大学 医師2精神科神経科 I·!!'.:,~,.~r.・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・・ ・ ・ ・・・・・・・I・':':-7. ・ ・ !'.'':. ~ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ l・ ・'='・ :. ・ ・ ~-・ ・ ・ ・ -'= ・: ・ ・.-:. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
2. 1~2. 4 

青木病院 医師2 I 1. 27~ 2. 19 
·····················································•····································•···································· 
朝倉記念病院 医師1 I 1. 30~ 2. 3 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
都立墨東病院 医師1 I 1. 28~ 2. 4 

部I神戸大学 学生（院生） 32 I 1. 11~ 

岡山大学 薬剤師4 1. 25~ 1. 27 
部 1-'.~~ ~ :.~:........................................ -1-~~~ ~:•:.--:_....................... j. J..... JO.-:-:-.~.,...+.............. 
神戸薬科大学 学生1 I 1. 19、1.20、1.23 
旭川医科大学 1. 23~ 1. 28 ................................................. 看護婦3.............................................................................. 

浜松医科大学 看護婦2 I 1. 23 ~ 1. 26 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
看護婦10 I 2. 2 ~ 2. s ··························································································•···································· 

名古屋大学 看護婦21 I 1. 26~ 2. 1 ··························································································•···································· 
看護婦2 I 1. 24~ 1. 27 
医師2 I 1. 24~ 1. 27 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
千葉大学 看護婦1 I 1. 26~ 2. 1 ·····················································•········································································· 
大阪大学 看護婦2 1. 27~2. 1 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
岡山大学 看護婦8

.. i..... J9.......................... 
1. 29~ 2. 22 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

金沢大学 看護婦10 12. 2~2. 8 ............................... 
部1兵庫県立看護大学

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

教官（看護婦）s I 1. 20~ 1. 22 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
大阪市立大学 看護婦1 I 1. 24~ 2. 3 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
東京医科歯科大学 看護婦1 I 1. 27 ·····················································•····································•···································· 
聖路加国際病院 看護婦1 I 1. 30~ 2. 2 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
井之頭病院 看護婦1 I 1. 30~ 2. 2 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

教官（看護婦） s I 1. 27 ~ 1. 30 
学生9 I 1. 26~ 1. 30 

剤

広島大学

看 護

神戸医療短大

： 養 ： 理 ：は二戸亘二短期大学 1至：言宕 I 1 苔／ミ至
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1．ボランティア支援状況

(1) ボランティア支援導入の動機や目的

① 地震発生当時から約 1週間の初期；

震災によって増大した看護の業務量及び交通寸

断と看護職員の被災によるマンパワー不足への対

応。

② 地震発生日から 2週目以降の中期以降；

初期における不眠不休の長時間勤務による看護

職員の疲労の回復と地震発生時の不安・恐怖体験

によるストレスの緩和のための休養、被災した職

員の家の片づけ等のために休暇を与えることによ

るマンパワー不足への対応。

(2) ボランティアの支援を受け入れるプロセス

① ボランティアとしての支援協力への申し出。

② 受け入れの必要性と可能性を検討し、病院長、

事務部長の許可を得る。国立大学病院の場合には、

文部省の強力なバックアップあり。

•初期には、現場の混乱を最小限にするために、

資格の必要でない業務へのボランティアは知人に

限定し、資格の必要な業務には、本院勤務経験者

に限定した。

・食料が安定して確保でき、水道の復旧により食

事、 トイレ、風呂の使用が可能になった中期以降

には、看護ケアに関する簡単なオリエンテーショ

ンのみで即戦力が発揮できる勤務経験5年以上の

看護婦に限定した。

(3) 受け入れの日時、人数、往復の交通機関などにつ

いて先方の実情を考慮して交渉。それを国立大学の

場合は事務部長が担当し、その他は看護部長が行っ

た。

(4) 到着時と出発時の世話や応対は看護部と事務部で

協力した。

(5) 配置先は看護部長が決め、その後の業務の分担と

説明は看護部長及び副看護部長で分担した。現場で

のオリエンテーションは婦長及びリーダー勤務者が

行った。
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社会的活動（医学部からのボランティア活動など）

震災直後は、医学部としては、被災地の中央に位置し

たことから、附属病院へ殺到する負倦者の対応に追われ

た。しかし、神戸市ならびに兵庫県内に設けられた被災

者への援助活動も当然のことながら行った。その内容に

ついては、まず兵庫県、神戸市ならびにその他の行政機

関との医療協力、関連病院との協力体制、神戸大学医学

部職員等による院外医療活動ボランティアの各診療科に

よる専門的な医療ボランティア活動、その他の社会的奉

仕からなっている。それぞれの活動を一部資料とともに

記録した。

第 1章

各関係省庁との折衝

神大医総第1363号

平成7年2月7日

兵庫県知事貝原俊民殿

神戸大学医学部長

山鳥 崇

神戸大学医学部附属病院長

望月慎人

阪神大霙災に伴う医療協力について

有史未曽有の阪神大震災に際しまして、知事及び県職

員一丸となっての対応に心よりの敬意を表します。神戸

大学医学部及び附属病院も多数の学生、医師の死亡や被

災等もありましたが、被災以来今日迄最大限の努力を致

して参りました。地震直後より多数の救急患者が来院し、

1月17日には420名、 1週目までに1,227名の救急患者を

受け入れました。その間、ライフラインの途絶、食料不

足、医療スタッフや職員の不足など物質面や人手の問題

と戦いながら 1月25日まで24時間無休体制で診療して来

ました。 1月26日より外来を完全オープンにし従来の外

来体制にもどしつつ 1日も早い復興を目指して頑張って

おります。

さて、兵庫県南部地震に被災した当地域の医療・保健

対策事業は貴職らの努力の下に、現在やや急性期の対応

を脱した状態となり、今やインフルエンザ等の感染症予

防のみならず急性疾患並びに慢性疾患対策などにおいて

広範、かつ時機を失しない医療及び保健活動の必要な第

二の段階に入ったと思われます。さらに、数十万人の被

災者と数兆円の被害を被った兵庫県では、この災害の後

遺症から県民の健康を守るための中期から長期にかけて

の21世紀をみすえた保健・医療・福祉政策が必要とも思

われます。

当医学部附属病院は、神戸市のほぼ中央に位置し、比

較的機能の温存された病院として、また、兵庫県の保健

医療の地域特性を把握し得、さらに戦災を含む過去の幾

多の災害経験の集積を生かし得る機関として、この際応

分の協力が出来るものと確信しております。さしあたっ

ては、第一に、今後、次第に低下が予想される当面の医

療・保健活動への支援及び一日も早い正常状態への移行

に向けて、当学部が神戸大学関係病院に声をかけ、総力

をあげて協力致したいと考えております。第二に中期か

ら長期にかけての兵庫県の医療・保健活動の復興に向け

てのプランニング等についても地域に密着した形で出来

る限りの協力をしたいと思います。

幸い当医学部附属病院は、昨年8月より厚生省により

特定機能病院として位置づけられております。このよう

な立場から、地域の行政、医師会等とも役割分担を明確
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にしながら兵庫県被災地域の再建復興のために協力した

いと思います。

以上震災からの復興に対する当医学部の所存を披泄致

します。最後に貴職の益々のご活躍と兵庫県のこれまで

以上の発展を祈念致します。

なお、同様の申し出を神戸市長に対しても行っている

ことを申し添えます。

医療チーム（関係病院）の支援について（打合ー 1)

平成7年2月10日（金） 12: 40 -13 : 10 

兵庫県南部地霰厚生省現地対策本部（国立神戸病院内）

厚生省健康政策局指導課医療関連サービス室

村上茂樹室長補佐

医療チーム（関係病院）の支援について（打合ー 2)

平成7年2月20日（月） 13:30~13: 40 

神戸市医師会館 皆木医師会長

平成7年2月20日（月） 14:15~15: 05（打合ー 3)

神戸市衛生局宮本局長、同木村参与

平成7年2月20日（月） 15:33~15:50（打合ー4)

兵庫県保健環境部 後藤次長
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第2章

関連病院の状況

震災時における神戸大学関係病院診療現況調査（平成 7年2月21日現在）

神戸大学医学部附属病院作成

番 塁 悶
救急 検査（下欄はその他特記事項） 手

書室
手条 処置 資材納入

考病 院 名
受付 X線 CT MRIクは贔鼻贔9気管支 術 術件 透析蘭胄屑胄薬品

備
万ロ 別

例 神戸大学附属病院 軽微

゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚
無

゜゚゜゚東 南 院 有

゜
0 0 0 X O O 0 

゜ ゜゚゜゚
1 甲 病

シンチグラムは六甲アイランド病院で対応 ゜＇ 
灘

゜゚
X 

゜゚゜゚2 区 六甲アイランド病院 有

゜ ゜゚
無

゜゚゜゚
軽微 ゜゚ ゜゚゜゚ ゜゚゜

3 灘 神戸海星病院

゜ ゜
無 X 

＇ 

区 国公等共済線合六甲病院 軽微

゜゚゜ ゜゚゜ ゜゚゜
4 

゜゚
無

゜゚ ゜゚
X 

5 } I l 北 病 院 有 X X X X X 

゜゚l 

軽微 ゜゚゜゚゜゚゜ ゜゚
6 神戸披済会病院

゜ ゜゚
無 X 

゜中

゜゚
X X 

゜゚゜
臨時的

本か月格後復の旧予は定3 7 神戸海岸病院 有

゜ ゜゚
開で
X X 

゜゚
゜゚

X X 

゜゚
X 

8 神戸逓信病院 軽微 X 

゜゚ ゜゚゜゚央

゜゚
X 

゜゚゜
簡単な， 神戸博愛病院 軽微

゜ ゜゚
OPIJJ X X 

゜゚み

神戸労災病院 軽微

゜
0 0 X X 

゜゚゜゚゜゜゜゚
10 
区

X 
MRIは2月末より可

＇ 

゜゜゚
X X 

゜゚゜
3月からほぽ

11 神 鋼 病 院 有

゜ ゜゚
X 3月

゜゚
全面復旧予定MRIは3月中旬より可 から

＇ 

゜゚
X 

゜゚゜゚
備考桐 2 月26、体日制以ま後でに復緊は急順帰12 市立中央市民病院 有

゜ ゜゚ ゜゚゜゚
のみで

に 次通常 帰

゜゚
X 

゜゚
X 

゜13 小 原 病 院 軽微

゜
C) 

゜
無 X X 

゜゚I 

兵

゜゚゜゚゜゚゜14 鐘紡記念病院 軽微

゜ ゜゚
X 

゜゚゜l 庫
olo xix 010 

゜
人工透析旬旬復、、手内旧予術視定鏡室は15 JII 崎 病 院 有 X X X X 

゜゚
2月下 は

区 血管造影、心臓カテーテル 3月籾

010 0 | x 010 X 開〗16 三菱神戸病院 無 X 

゜゚ ゜
X 

゜゚術

翡社会保険神戸中央病院 軽微
o l o 010 010 

゜゚゜
無

゜゚゜゚
17 
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番 > 院 名 :: 救急 検査（下欄はその他特記事項） 手

鸞室
手条 処置 資材納入

病
受付 X線 CTIMRI t乳訊91贔9気管支 術 透析酎賛 肩胄薬品

備 考
号 術件

県立光風病院 軽微 ゜
ol I 

18 
北

I 

o olo olo 区 済生会兵庫県病院 軽微 ゜ ゜゜
19 

゜血管造影 ゜ ゜゚゜゚
20 長 公 文 病 院 有

゜゚
ol lo 

゜゚
限定

゜゚田 X o olx 

゜
010 

゜ 攣工等な心し肺21 区 兵 庫 病 院 有 璽翡話てを

゜゚
X X 

゜゚腹部エコー

国立神戸病院 軽微
0 0 | X 0 0 | 0 

゜゚゜
能入合る院なに可楊限

゜
22 

゜
X 

゜゚血管造影ほか特殊検査可
， 

須 010 0 | 0 

゜ ゜ ゜23 県立こども病院 軽微 X 

゜゚
無 X 

゜゚゜I 磨

゜
0 Ix X 010 

゜胃24 須磨赤十字病院 軽微

゜゚
X 

゜゚゜I 
区

゜
0 | X X 0 j x 雷 3月込早み々 に復25 野村海浜病院 軽微

゜
X X X X 

゜゚
旧見ェコー検査 のみ

垂

゜
0 Ix X 010 

゜26 佐 野 病 院 軽微

゜゚
無

゜゚ ゜゚I 水

゜
ol 010 

゜27 区 舞子台病院 軽微

゜ ゜゚
無

゜゚
゜
olo X 010 

゜28 県立リ/Iビリテーション中央病院 有 X 

゜゚
X X 

゜゚I 西

29 西神戸医療センター 軽微

゜
0 010 0 010 

゜゚゜
無

゜゚ ゜゚リニアック、血管造影
~ 

区

゜
xix X x | x X 

累30 のじぎく療育センター 有

゜゚
X X 

゜゚
゜
olx X 010 

゜ ゜
31 大阪暁明館病院 無

゜ ゜゚
無 数名

゜゚゜
゜
0 Ix X 010 

゜ 保（険自診療費）x 32 自衛隊阪神病院 無

゜ ゜゚
無

゜゚゜＇ 

゜
010 X 010 

゜33 阪 高 槻 病 院 軽微

゜ ゜゚
無

゜゚ ゜゚， 

34 千 船 病 院 無

゜゚
01 

゜
010 

゜゚゜
無

゜゚ ゜゚l 神

県立塚口病院 有 ゜
olx 

゜
010 

゜゚゜
無

゜゚゜
2月6日から35 

゜
復旧MRIは4月稼働予定

I 

0 010 0 010 0 屈36 間 中 津 病 院 軽微

゜ ゜゚ ゜゚ ゜゚
血リ管ニ造ア影ッ、クPT、C結A石破砕装置、心臓・脳

し1
I 

0 010 010 X 

゜37 冨 士 原 病 院 無

゜ ゜゚
無

゜
X 

゜゚血管造影
l 

o o/o o o/o o 胸昴外
38 淀川キリスト病院 無

゜ ゜゚
科は不

゜゚ ゜゚アンギオ、超音波内視鏡、肝・腎生検 可

県立成人病センター 軽微 ゜
0 | 0 

゜
010 

゜゚゜
無

゜゚
39 
東閏 ゜

X X 

l 

o oJx x oJo o 麒外科
40 区 国立明石病院 軽微

゜
心ギオエコー、腹部エコー、心カナ、アン

゜゚
登粉外科 X 

゜゚゜輯屈
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番
旦 》：

救急 検査（下欄はその他特記事項） 手
鸞室
手条 処置 資材納入

病 院 名
受付 X線 CT MRil~~tl 伽91 贔91 気管支 透析尉督 屑胄薬品

備 考
方＇ 別 術 術件

私立二見病院 無 ゜゚
xlxlololo 

41 

゜ ゜゚ ゜
X 

゜゚
明舞中央病院 軽微

゜゚゜
010101010 

42 

゜゚ ゜゚ ゜゚
加古川市民病院 軽微 ゜゚

Olxlololx 
43 X 

゜゚
X 

゜゚゜
国立加古川病院 軽微 ゜゚

xlolololo 

゜
44 
東

゜゚
X 
分娩

゜゚ERCP 
xlxlololo 

神銅加古／II病院 無 ゜゚45 X 

゜゚
X 

゜゚゜
り 病院 軽微

゜゚゜
Olxlololo 

゜
46 播 は ま

゜゚
X X 

゜PTC、ERCP

贔附東
010101010 

県立加古川病院 軽微 ゜゚47 

゜゚
X 

゜゚゜地 市立高砂市民病院 無

゜゚゜
01 

48 
101010 

゜゚ ゜゚ ゜゚0 0 010101010 

゜49 市立三木市民病院 軽微

゜心血管造影撮影 ゜゚
無 急仕開

゜゚゜のみ

010101010 区
市立小野市民病院 軽微

゜゚゜
50 

゜゚
無 X 

゜゚゜
51 市立柵酉病院 無

0 0 010101010 

゜血管造影 ゜゚
X 

゜゚゜xlxlOIOIO 
中町赤十字病院 軽微

゜゚゜
52 

゜゚出不可
X 

゜゚゜
市立西脇病院 軽微

゜゚゜
010101010 

53 

゜゚
無 X X 

゜゚
姫路循環器センター 無

゜゚゜
010101010 

54 

゜゚
無 X X 

゜゚
゜゚゜
x | x | 0 | 0 | 0 

55 広畑製鐵所病院 無 二次

゜゚
無 X 

゜゚゜救急
l 

西

゜゚
xlxlololx 一般外

56 J¥ 家 病 院 無

゜ ゜゚
科塾骸 X X 

゜゚外科
＇ 010101010 
姫路赤十字病院 無

゜゚゜
緊急手57 

゜゚
術のみ
X 

゜゚゜＇ 播

゜
X olxlxlxlx 

58 県立高齢者脳機能研究センター 無 X X X X X 

゜゚不可については、姫路循現器病センターで対応
， 

ox xlxlololo 
59 江 尻 病 院 無

゜ ゜゚
無

゜
X 

゜゚
地 骨密度測定

， 

xlxlololo 
城陽江尻病院 無 ゜゚60 

゜゚
無

゜
X 

゜゚＇ 

区

゜゚
| 

61 公立御津病院 無

゜
101010 

゜゚
無 X X 

゜゚＇ 

播 磨 院 無 ゜゚
xlxlololo 

゜
62 病 X 

゜゚ ゜
分娩

゜゚l 

赤穂市民病院 無

゜゚゜
63 

xlolololo 

゜゚ ゜゚ ゜゚
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番 > 悶
救急 検査（下欄はその他特記事項） 手

孟室
手条 処置 資材納入

病 院 名
受付 x叫CTIMRI|；；叫伽9|贔1嘉気管支 術 術件 透析蘭、 屑貫薬品

備 考
号

神崎総合病院 無
0 | 0 | x | x | 0 | 0 

糾 西

゜MRIは4月より可 ゜゚゜゜゚゜゚-播 Ololxlxlolo 

゜65 佐用共立病院 無

゜ ゜゚
X X 

゜゚I ~ / ~ ~ ~ 
地

区 無
ololxlxlolo 

゜゚゜゜゜
66 公立宍粟郡民病院

゜
X 

゜
67 公立和田山病院 無

゜
ololxlxlolo 

゜゚
無 X X 

゜゚l 

公立豊岡病院 無
olololxlolo 

゜゚゜ ゜゚゜
68 

゜
X 

l 丹
ololxlololo X 

69 波 日 古四 病 院 無

゜ ゜゚
無

゜゚゜゚l 

但 ololxlxlolo 

゜70 三田市民病院 無

゜゚
X X 

゜゚馬
＇ 

地 国立療養所兵庫中央病院 軽微

゜
ololxlololo 

゜゚゜胃 ゜゚
71 X X 

l 区 ololxlxlolo 

゜72 国立篠山病院 無

゜ ゜゚
X 

゜゚゜＇ 

73 県立柏原病院 無

゜
ololxlololo 

゜゚゜゜゚゜゚
醤県立淡路病院 無

゜
01010101010 

゜゚゜゜゚゜゚
74 
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第3章

神戸大学医学部震災シンポジウムプログラム

日 時平成7年9月2日（土）

午前9時30分～午後7時00分

（ポートアイランド）

開会の辞神戸大学医学部長山鳥 崇

事例発表

区分 テーマ・座長 演 題 発 表 者

第
1.兵庫県南部地震における死体検案活動並びに災害時救急医療及び死 法 医 学助教授上野昴弘

裳災による死亡
体検案体制について

1 法医学教授
2.灘高校における死亡診断粟務について ー200枚の診断書一 外科学第一大学院生川崎健太郎

龍野嘉紹部
3.震災時の病理解剖の役割と挫減症候群 病理学第二教 授前田 盛

4. 震の「阪災調神後査の淡」解路結体大果現誤報場災告に後おのけ神る戸粉大塵学濃医度学部学生の生活及び健康について
公衆衛生学大学院生高谷育男

第 裳災後の環境
5囀 公 衆衛生学講 師山本良二

2 衛生学教授
（兵贔ナ一医・大）佐藤茂秋

6.兵庫県南蔀地震後の神戸市内におけるネズミの動態について
（兵理教庫県ベ事スト田コン中トロ正ー 会）部

7.霙災の研究におけるインターネット・コミュニケーション 看護学 授久間圭

8.神戸大学医学部附属病院医療ポランティアの援護活動をふりかえって 外科学第一講 師具 英成

第 医療ポランティア 9.糖尿病等の慢性疾患にたいする救援活動 看 護 学教 授谷口 洋

3 老年医学教授 10.糖尿病等の慢性疾患にたいする救援活動ー移動検査室のデザイン一 検査技術科学教 授亀野靖郎

部 千葉 勉 11.阪神・淡路大震災後の避難所に対する巡回リハピリテーション 理学療法郁助 手佐浦隆一

12.兵庫県南部地震における学生のポランティア活動について 医 母ーヤ 部学 生文野誠久

13.震災発生直後の看護活動 看 護 部副部長箕輪敬子

第 裳災時の救急医療
14.大霙災時における大学病院と救急部のあり方は？ 救 急 部助 手中山伸一
15.震災時の医薬品動向と薬剤部の対応 薬 剤 蔀薬品管理差長山本律子

4 外科学第一教授 16.震災と放射線診療 医療情報査 部助教授佐古正雄

部 斎藤洋一 17.震災時における臨床検査の実情候と群問題点 中央検 綿技師長向井正彦
18.阪神寸炎路大霙災による挫滅症 の経験 泌尿器科第 学講 師岡田 弘
19.兵庫県南部地震における災害医療の原点と問題点 外科学 二教 授岡田昌義

20.震阪神災 ・淡路大震災による脳疾患の発生状況と対応について 脳神経外科学助教授朝田雅博

第 震災と疾患
21. と眼疾患 ii 科 学助教授井上正則
22.阪神大震災後にみられた巨大陰性T波を伴うのac重ute要c性oronary event 内科学第一医 貝花岡淳一

5 外科学第二教授 23.災阪神害大震災から学ぶ糖尿病における生活環境 内科学第二講 師横野浩一

部 岡田昌義 24. 時の周産期医療 産科婦人科学講 師山崎峰夫
（奈医大）

25.阪神大霙災がアトビー性皮膚炎患者の皮膚症状に与えた影響 皮膚科学医 員児玉昌子

26.在宅障害児家族の視点から見た阪神・談路大震災 小児科学助 手高田 哲

第 震災とストレス 27.哀災が慢性疾患長児期の健康生活に及ぽした影響と家族の対処 看 護 学助教授草場ヒフミ
28.阪神大震災が 降圧薬服用中の高血圧患者に与えた影欝 内科学第一医 員金 鐘ー

6 小児科学教授 29.誤災におけるストレス潰据の発生について 内科学第二助 手青山伸郎

部 中村 器 一阪神大震災後の上部消化管疾患推移の検討ー
30,阪神淡路大震災の外来患者への影響 看 護 学教 授石川雄一
31.大震災とストレス ー疫学研究の今後の課題一 疫学調査教 授新福尚隆

パネルデイスカッション これからの災害・救急医学ー大震災の経験から一

座 長：山鳥崇神戸大学医学部長、石川齊神戸大学医学部保健学科長

パネリスト：加古康明 兵庫県医師会副会長、川村隆兵庫県保健環境部長

坪井修平神戸市衛生局長、松尾武文兵庫県立淡路病院長

望月慎人神戸大学医学部附属病院長、住野公昭 神戸大学医学部教授（公衆衛生学）

中井久夫神戸大学医学部教授（精神神経科学）、新道幸恵 神戸大学医学部教授（看護学）

石井昇神戸大学医学部附属病院救急部長

指定発言者：上羽康之 鐘紡記念病院長（神戸大学名誉教授）、佐藤茂秋神戸大学医学部教授（衛生学）

齋藤洋一 神戸大学医学部教授（外科学第一）、佐藤英一 神戸大学医学部教授（検査技術科学）

閉会の辞 神戸大学医学部附属病院長 望月慎人
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